
見ごろ:11月中旬頃～
巴橋は飯盛山のほぼ全景を見ることができる場所で、待月橋

と並んで、大変人気のある撮影スポットです。

昼間の景色も素敵ですが、夜のライトアップも美しく、まるで山

が燃えたかのように見えます。ライトアップは 11月 上旬から12月

初旬の日没から午後9時まで行われます。

巴橋から

もみじのトンネ′L
香積寺までの参道は背の高い

もみじで覆われているので、トン

ネルをくぐつているかのように見

えます。

午後の西日が当たると紅葉した

もみじの葉が光で透けて見え、道

いつぱいが赤く染まります。
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″ クリの花惨早春 3月下旬～
月上旬か見ごうです
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待月橋 見ごろ:11月中旬頃～

また、飯盛山側の岸には『五色もみじ』と呼ばれるもみじ

があり、緑、黄緑、黄、橙、赤とその名の通り、五色のグラ

デーションで紅葉していくのが楽しめます。

香嵐渓のシンボル的存在

の待月橋。撮影スボットとし

て大変人気のある場所です。

見ごろ:11月中旬頃～

lll見えん堤付近

穏やかな川の水面ともみじがとて
も綺麗です。川原に月要を下ろしてゆ
つくりと鑑賞できます。

つιi橋 (香嵐橋)付近

香嵐渓の東lllに ある赤いつり橋 (香嵐橋 )付

近は、朝 日がよく当たる場所。そのまぶしい光

に照らされたもみじが、色鮮やかに巴川の静か

な水面に映ります。ここは園地内でも比較的早

めに色づき始めます。

こうしゃくし

香積寺 見ごろ:11月下旬頃γ

香嵐渓のもみじは、江戸の初期に香積寺十一世三栄和

尚が楓や杉を植えたのがはじまりとされています。その後、

大正 昭和のはじめに地元住民の手によつて植えられ、現

在では、約4000本ものもみじがあると言われています。

見ごろ:11月中旬頃～

見ごろ :11月 中旬頃～
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紅葉の見ごろ
11月中旬 ～ 12月 初旬

香嵐渓には、様々な紅葉スポットがあります。

1 巴川沿いを歩くのも良し、飯盛山を登つてみる

のも良し。マップを片手に自分なりのルー トで

もみじ狩りを楽しんでみませんか 7

※年によつて見ごろが前後する場合があります。
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AED設置場所

撮影スポツト

トイレ

漱 ァクセス*
く公共交通機関 >

0名 鉄名古屋本線 東岡崎駅下車、名鉄バス 足助行き約 60分 香嵐
'采

下車

0名 鉄三河線 豊田市駅下車 名鉄バス 矢並経 由足助線 足助行き約 45分

香嵐渓下車

●名鉄豊田線 浄水駅下車 とよたおいてんバス きなけ足助線 百年草行き

約 60分 香嵐渓下車

く車 >

0東海環状自動車道 豊田勘八 (下車 国道 153号足助方面に約 15Km

O東海環状 自動車道 豊田松平 C下車 県道 39号 足助方面に約 ]5Km

O戦ケ池スマート⊂:K専 用 ,下車 県道 39号 足助方面に約 12Km

●猿■ク ブーンロー ドカ石 C下車 口道 153号足助方面に約 10Km

・ 聡谷

香嵐渓

広場

ド番嵐渓広

川からの冷気の影響か早めに色づ

きます。ベンチに座ってお弁当を食ベ

饂 鰺

もみじまつり期間中は猿回や和太鼓、お茶会、

陶器展などのイベントが開催れ、足助屋敷前で

は、おなじみの五平餅や刀肖置、フランクフルトな

ど様々な屋台が並びます。



{asuKE wALK fr .',1 ・ 足助と町並み・

春まだ浅い3月 下句、香嵐渓の仮盛」出ヒ西斜面一帯にカタク

リのた0｀夫き乱れます。ビンク色の花が太陽のえを浴びて、民

に揺れる様子は、可憐な少女のようにも几えます。

‐香積寺 . 三州足助‐屋敷・ ‐

暮識 ‐「`_■齊
足功の代名詞『香嵐浜』。秋の紅幸はもちろんのこと、春

嵐渓は、四李を重してきまざまな表情を几せてくれます。

春の多1未を告げるカタクリの花。新行が眩しい初夏。夏は

もみじの縁陰に涼を求め、

已lllでは子供たちの水邊

びの歓声がこだまします。

秋は的爛衆羊な0業に

ながえ。紅業の鮮やかな

色あいが川衝までも染め

つくし、まるで錦合の様

な美しさを見せています。

・ 山野草・

▲新緑と山桜で萌える飯盛山

春の春嵐渓は出野率の宝痒でもあり、キクザキイチグ、

ヒトリシズカ、ヤマルリツウ、

ニリンソウなどのかわいらし

いた0・)え々と咲 き続けます。

▲ヤマル リソウ

■ |  ■  ||
●休館日/毎週木曜日、
年末年始

(祝 日、及び4月 29日 ～

5月 5日 、11月 中は開館 )

●入館料/大人300円 、
高校生以下100円

●お間合せ

几助は愛妊県の北東にあり、豊lll市のほぼ真んヤに位置しています。

古くから太子洋側とヤ部出岳地帯と結 ,́(伊奈街道の要地であり、戦回時代には、式ロ

信玄をはじめとする戦回諸雄の軍兵が行き未したこでもありました。

二河湾でとれた塩を信川に運んだことから『塩の判 と十ばれ、その物奇の運援には

島カツえわれたこと力ヽら『ヤ烏街錮 などとも十ばれています。

足助の●I並みは、その街迪とともに帝えてきました。

子茂23年、足助の町並みは国の 障 妥伝範的え之物群保存地区 (嗜称 :菫伝え)』 に

4えされ、着実に保/fが図られていきます。

彙町並みの催事
′ 町並みでは、♀春の町並みを手やかに彩る『十らのおひなさん』、羊やかな花率が引き廻される女の子のお祭り『足
功春まつり』、街道を照らし、夏たの町並み牧策を楽しむ『たんころりんの夕涼み』、咸勢のよい芳衆の掛け声とお囃

子、4台の米半な飾りのl14率が
`|さ

廻される『几助まつり』など、四キを通じて様々な催事が行われます。

▲中馬のおひなさん

草‐・

杉木立ともみじに覆われた香積キは、

名を餃盛出と号す曽洞宗の古刹で、應永

例年(1クのに
'Jえ
されました。

呑嵐渓のもみじは、香薇寺11せの二帯
わ尚が寛永11年(16341に植えたの力'は じ

1 春嵐漢の十ヾにえつ二州慟 屋欺
+は、かつてのこの地方の生活を今に

+伝えています。ここでは明治時代の
十漿絃 荻をモデルに新集し、私たら
+の周りから消えていった、機織り、
十皮焼き、紙漉き等多くの手仕事を復

商踏化社会のヤで、足功は住民一人ひとりが「生涯勉 でいら
れる福社をめざしています。
宿泊施設と、おしいさん、おばあさんの手づくりで知られるZ
iZi工″のハムやバーバラはうすのパンの化にも、ホテル、入
誂 設、本格的なフランス料刀璧力沐わえるレストランもあります。

●定休日 /毎週水曜日

●お問合せ/豊田市足
蟄脱

東貝戸10x(0565)62-2389

URL httpプ /wWW hyakunensou oOjp/

Eifto^ "*:3

愛知県

足助観光協会
T444-2424 ]甦

'■

り護喜三EB〒に日とBカロ町モヨヨ「
34-1

TEL(0565)62-1272   FAX(0565)62-0424
URL http://asukeJnfo/
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箕豊田市足助町飯盛36

TEL(0565)62-1188
URL httpブ /www asuko
aitaLne」 p/～yashikiノ

+ 十 +

▲馬頭観音

▲香嵐渓の新緑

▲マンリン小路 ▲本町の町並み ▲足助川から見た町並み

▲ヒトリシズカ

▲キクザキイチゲ

▲足助春まつり ▲たんころりんの夕涼み ▲足助まつり

▲三栄和尚

t') L I'bix< !' t l"
1活
 ■現し、生活を右みる場F/fと なってぃます。
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